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「ラマン分光で見る炭素材料の形、炭素原子の繋がりと抜け」 

信州大学 藤澤 一範 氏 

 
１） ラマン分光で見る炭素材料 

２） 各炭素材料の構造とラマンスペクトル 

３） sp2 系炭素材料における欠陥分析 

炭素材料は多様な構造をとることができ、電子顕微鏡等を用いた直接観察手法で違いがわからない場

合が多くあります。ラマン分光分析ではレーザー光を照射した際に炭素材料から出てくる光を分析すること

で、炭素材料の構造や炭素同士の結合やさらには構造中の欠陥の分析が可能になります。ラマンスペクト

ルは指紋の様に構造に応じて大きく変化するので炭素材料の構造特定に役立ちます。 

 

「バイオマスの炭素化によるバイオ炭と水素の同時製造と卵殻添加の影響」 

    福島大学 浅田 隆志 氏 

 
１） バイオ炭と水素の同時製造の意義 

２） スギ炭素化時のガス生成量への炭素化温度と卵殻添加の影響 

３） スギおよび卵殻熱分解の活性化エネルギーへの卵殻添加の影響（反応速度解析） 

４） 得られるバイオ炭の細孔特性と含有するカルシウム化合物 

地球温暖化の問題を背景として、近年、クリーンエネルギーとしての水素や炭素貯留のためのバイオ炭

が注目されています。化石燃料の改質による水素製造は、製造時に二酸化炭素を排出するため、今後は、

再生可能エネルギーを利用した水素製造の普及拡大が求められています。本講演では、再生可能な生物

資源（バイオマス）であるスギの炭素化によるバイオ炭と水素や一酸化炭素等の可燃ガスの同時製造法の

可能性と卵殻添加の影響について紹介します。 
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2022 年度第 5 回研究会のオンデマンド視聴を希望します。 
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